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Ⅰ . 2024 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会　開催報告

Ⅰ . 2024 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会　開催報告

2024 年度軽種馬防疫協議会常任委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：2024 年 5 月 30 日（木）　 
２．場　　所：日本中央競馬会　本部 4 階　401 会議室
３．会 議 参 加 者 ：（敬称略・順不同）
	 常任委員：	菊田　　淳 （日本中央競馬会　馬事担当理事）
		  秋元　稔弥 （地方競馬全国協会　理事）
		  上野　儀治 （日本軽種馬協会　副会長 • 常務理事）
		  松本　　謙 （日本馬術連盟　常務理事）
		  吉田　享史 （日本馬事協会　専務理事）
	 幹　　事：内谷　武司 （地方競馬全国協会　公正部長）
		  望田　森介 （地方競馬全国協会　公正部公正課長）
		  原　　貴史 （日本馬術連盟　事務局長）
		  冨成　雅尚 （日本軽種馬協会　業務部長）
		  青木　正明 （日本馬事協会　参与）
		  松田　芳和 （日本中央競馬会　馬事部長）
		  眞下　聖吾 （日本中央競馬会　馬事部防疫課長）
	 オブザーバー：遠山　理志 （地方競馬全国協会　公正部　獣医役）
		  松井優美花 （地方競馬全国協会　公正課　主査）
		  琴寄　泰光 （日本軽種馬協会　業務部　調査役）
	 事 務 局：頃末　憲治 （日本中央競馬会　馬事部長代理）
		  和久野　愛 （日本中央競馬会　馬事部防疫課長補佐）
		  村瀬　晴崇 （日本中央競馬会　馬事部調査役）
		  伊藤　瑛基 （日本中央競馬会　馬事部防疫課）

４．議　　題：
　１）2023 年度  事業報告ならびに収支決算
　（１）主な事業内容
　　　①定例委員会の開催
　　　　・常任委員会：2023 年 6 月 8 日
　　　　・専門委員会：2023 年 6 月 8 日
　　　②関係機関 • 関係団体との連絡 • 協議
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会（2023 年 6 月 8 日）
　　　③ 2023 年　馬の予防接種要領の制定
　　　④公益社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「馬の健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発および普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成 • 配信
　　　　・軽防協ニュース Vol.51：2024 年 2 月配信
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成 • 配信
　　　　・速報は定期 4 回配信（2023 年 6 月，9 月，12 月，2024 年 3 月）
　　　　・速報号外は 2 回配信（2023 年 5 月，2024 年 1 月）
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成 • 配布
　　　　・5 回配信（Vol.32, No.1-4, Vol.33, No.1）
　　　④馬の予防接種啓発用リーフレットの作成 • 配布
　　　　・予防接種（馬インフルエンザ • 日本脳炎 • 破傷風）啓発用リーフレット作成（5,000 部）
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　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修
　　　　・馬の感染症（第 5 版 増補版）
　　　⑥軽種馬防疫協議会のホームページの更新
　　　　・軽防協ニュース、ニュース速報 • 号外、EDQ の掲載
　　　　・その他防疫に関するトピックスの掲載 • 周知
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　　・農林水産省動物衛生課、各家畜保健衛生所、JRA、海外の関連機関等
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　　　　・生産地シンポジウム、馬防疫検討会「馬感染症研究会」および JRA 競走馬に関する調査研究発表会 
	 の講演要旨を軽防協ホームページで掲載
　（４）2023 年度軽種馬防疫協議会　収支決算報告【表 1】
　（５）2023 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支決算報告【表 2】
　
　２）2024 年度軽種馬防疫協議会　事業計画ならびに収支予算
　（１）主な事業内容
　　　①定例委員会の開催
　　　　・常任委員会（2024 年 5 月 30 日）
　　　　・専門委員会（2024 年 5 月 30 日）
　　　②関係機関・関係団体との連絡・協議
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会の開催（2024 年 5 月 30 日）
　　　③ 2024 年　馬の予防接種要領の制定
　　　④公益社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「馬の健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発および普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成 • 配信
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成 • 配信
　　　　・定期 4 回配信予定（2024 年 6 月，9 月，12 月，2025 年 3 月）
　　　　・号外随時配信予定
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成・配信
　　　　・4 回配信（Vol.33, No.2-4、Vol.34, No.1）
　　　④馬の予防接種啓発用リーフレットの印刷 • 配布
　　　　・予防接種（馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風）啓発用リーフレットの作成および配布
　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修
　　　⑥軽種馬防疫協議会ホームページの管理・情報発信
　　　　・事務局による運営管理
　　　　・伝染病情報や学術集会に関する情報発信
　　　⑦ WOAH 主催の国際会議への協力  
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　　・農林水産省動物衛生課、各家畜保健衛生所、JRA、海外の関連機関等
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　　　　・生産地シンポジウム、馬防疫検討会「馬感染症研究会」および JRA 競走馬に関する調査研究発表会 
	 の講演要旨を軽防協ホームページで掲載
　（４）2024 年度軽種馬防疫協議会　収支予算【表 3】
　（５）2024 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支予算【表 4】
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収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 2023 年 予 算 額

表 1.　2023 年度　軽種馬防疫協議会　収支決算書 
（2023 年 4 月 1 日〜 2024 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 2023 年 予 算 額 支 出 確 定 額 差　額 備　　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会
分　担　金

地方競馬全国協会
分　担　金

雑 収 入
（預金利子）

1,346,716

2,746,726計

1,346,716 0

0

0

5

2,746,731 5

事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費
通 信 費
HP管理業務費
雑 費

事 務 諸 費

予 備 費

次年度へ繰越金
計

38,000
18,000
20,000

1,482,000

1,226,726
2,746,726

0

1,242,000

2,746,726

15,865
15,865

0
1,188,575

0
1,204,440
1,542,291

1,091,555

2,746,731 5

22,135
2,135

20,000
293,425

1,226,726
1,542,286

▲ 1,542,291

150,445

常任委員会、専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、
軽防協ニュース、予防接種リーフレット等
送料等
サーバー保守・管理費、HP 維持・更新費
役務費、文具、図書等

（単位：円）

支 出 額 計

90,000
120,000
30,000

1,001
88,330
7,689

積 立 金

88,999
31,670
22,311

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 2023 年 予 算 額

表 2.　2023 年度　軽種馬防疫協議会積立金　収支決算書
（2023 年 4 月 1 日〜 2024 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 2023 年 予 算 額 支 出 確 定 額 差　額 備　　考

997,032計 997,022 ▲ 10

印 刷 費
学術集会等への協賛費
雑 　 　 　 費
支 出 額 計
次年度へ繰越金

計

0
0
0
0

997,032
997,032

0
0
0
0

997,022
997,022

0
0
0
0

▲ 10

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金

雑収入（預金利子）

997,024

8

997,014

8

▲ 10

0

▲ 10

表 3.　2024 年度　軽種馬防疫協議会　収支予算
（2024 年 4 月 1 日〜 2025 年 3 月 31 日）

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　　　目 差　　額 科　　　目 金　　額 備　　 　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会分担金

地方競馬全国協会分担金

雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

2,942,301計

1,542,291

700,000

700,000

10

事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費

通 信 費
HP 管 理 業 務 費
雑 費

事 務 諸 費

積 立 金

計

80,000
60,000
20,000

1,320,000

600,000

942,301 

1,122,000

常任委員会、専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、軽防協ニュース、
予防接種リーフレット等
送料等
レンタルサーバー保守・管理費、HP 維持・更新費
役務費、文具、図書等

（単位：円）

2,942,301

予 備 費

42,000
126,000
30,000

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目

表 4.　2024 年度　軽種馬防疫協議会積立金　収支予算
（2024 年 4 月 1 日〜 2025 年 3 月 31 日）

科　　目 金　　　額 備　　　考

計 1,597,030 計

0
600,000

0
997,030

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金
2024 年 度 積 立 金
雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

997,022
600,000

8

印   刷   費
学術集会等への協賛費
雑 　 　 　 　 費
次 年 度 へ 繰 越 金

金　　　額

1,597,030

WOAH 主催の国際会議への協力金

700,000 700,000

700,000 700,000

10 15

0 00
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Ⅱ . 2024 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

Ⅱ . 2024 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
　2024 年度軽種馬防疫協議会専門委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：2024 年 5 月 30 日（木）
２．場　　所：日本中央競馬会　本部 4 階　401•402 会議室 
３．会 議 参 加 者 ：（敬称略・順不同）
	 来　　賓：	大倉　達洋 （農林水産省　消費 • 安全局　動物衛生課　家畜防疫対策室長）
	 議　　長：	菊田　　淳 （日本中央競馬会　馬事担当理事）
	 常任委員：秋元　稔弥 （地方競馬全国協会　理事）
		  上野　儀治 （日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
		  松本　　謙 （日本馬術連盟　常務理事）
		  吉田　享史 （日本馬事協会　専務理事）
	 専門委員 ：
	 農林水産省
		  末谷　桃子 （畜産局　競馬監督課　課長補佐（中央班長））
		  植田　資也 （畜産局　競馬監督課　課長補佐（地方班長））
		  香川　仁志 （畜産局　畜産振興課　技術第１班　課長補佐）
		  山木　陽介 （消費・安全局　動物衛生課　防疫指導班　課長補佐）
		  鈴木　　瞳 （消費・安全局　動物衛生課　検疫業務班　課長補佐）
		  増田　真人 （動物検疫所　検疫部長）
		  荻窪　恭明 （動物医薬品検査所　検査第一部長）　　　　　　　　　
	 食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究部門
		  松浦　裕一 （動物感染症研究領域　ウイルスグループ　グループ長補佐）
	 地方競馬全国協会
		  内谷　武司 （公正部長）
		  望田　森介 （公正部　公正課長）
		  遠山　理志 （公正部　獣医役）
	 日本軽種馬協会
		  冨成　雅尚 （業務部長）
	 日本馬術連盟
		  原　　貴史 （事務局長）
		  川嶋　　舟 （獣医委員）
	 日本馬事協会
		  青木　正明 （参与）
	 全国乗馬倶楽部振興協会
		  阿部　憲二 （専務理事）
	 全国公営競馬獣医師協会
		  上田　　毅 （会長）
	 競走馬育成協会
		  和田　信也 （副会長理事・常務理事）
	 日本競走馬協会
		  小林　英典 （常務理事）
	 軽種馬育成調教センター
		  小林　光紀 （業務部長）
	 日高家畜衛生防疫推進協議会
		  駒澤　弘義 （理事）
	 胆振家畜自衛防疫推進協議会
		  田中　秀俊 （胆振獣医師会　会長）
	 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル
		  福井　紳弥 （理事長）【欠席】
		  茂木　秀仁 （理事）【代理出席】
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	 中央畜産会
		  向井　清孝 （統括参与・衛生指導部長）
	 地方競馬主催者
		  廣瀬　眞由 （北海道軽種馬振興公社　競走関連部　獣医グループ）
		  徳安　貴弘 （帯広市農政部　ばんえい振興課長）【欠席】
		  佐々木直哉 （岩手県競馬組合　水沢競馬場　管理監補佐）
		  宮本　賢一 （埼玉県浦和競馬組合　業務課　野田管理事務所長）
		  福井　陽士 （千葉県競馬組合　業務課　管理衛生班　副主査）
		  鈴木真結子 （特別区競馬組合　競馬事務局　厩舎管理課　主任）
		  大木　茂実 （神奈川県川崎競馬組合　競走課長）
		  井出　久浩 （石川県競馬事業局　課参事兼管理係長）
		  長野　博子 （岐阜県地方競馬組合　業務課）
		  安達　教治 （愛知県競馬組合　業務・指導課　主幹）
		  西田龍太郎 （兵庫県競馬組合　西脇馬事公苑管理事務所課長）【欠席】 
		  難波裕佳子 （兵庫県競馬組合　事業部業務課　副主任）【代理出席】
		  劉　　辰女 （高知県競馬組合　競走馬診療所）
		  相川雄一郎 （佐賀県競馬組合　馬診療所長）【欠席】 
		  宮倉慧比古 （佐賀県競馬組合　馬診療所）【代理出席】
	 日本中央競馬会
		  松田　芳和 （馬事部長）
		  頃末　憲治 （馬事部長代理）
		  栗本慎二郎 （馬事部　獣医課長）
		  眞下　聖吾 （馬事部　防疫課長）
		  山中　隆史 （競走馬総合研究所　次長）
		  上野　孝範 （競走馬総合研究所　微生物研究室長）
		  辻村　行司 （競走馬総合研究所　分子生物研究室長）
		  川崎　和巳 （栗東ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）
		  内藤　裕司 （美浦ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）
	 事務局
		  和久野　愛 （馬事部　防疫課長補佐）
		  村瀬　晴崇 （馬事部　調査役）
		  伊藤　瑛基 （馬事部　防疫課　係長）	
　オブザーバー：
	 農林水産省
		  紙野　瑞希 （畜産局　畜産振興課）*
	 北海道日高家畜保健衛生所
		  佐藤　研志 （所長）*
	 北海道胆振家畜保健衛生所
		  山本　慎二 （所長）*
	 日本軽種馬協会
		  琴寄　泰光 （業務部　調査役）*
	 中央畜産会
		  高木　昌美 （衛生指導部　参与）
	 地方競馬全国協会
		  松井優美花 （公正課　主査）
	 特別区競馬組合　競馬事務局
		  松野みずき（厩舎管理課　主事）
	 神奈川県川崎競馬組合
		  石原　深雪 （きゅう舎管理課　主査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　*：オンライン参加
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４．議事内容：
　１）議　　題
　　① 2024 年 馬の予防接種要領		   【７ページ】
　２）報告事項
　　① 2023 年度　事業報告ならびに収支決算		  【３ページ】
　　② 2024 年度　事業計画ならびに収支予算		  【３ページ】
　　③国内伝染病発生状況および自衛防疫		  【８～ 14 ページ】
　　　・国内伝染病発生状況	  	
　　　・2023 年度馬鼻肺炎ウイルスによる流産発生状況＆発生頭数の推移	
　　　・馬伝染性賃血の自衛防疫指針		
　　　・馬伝染性賃血のサーベイランス検査結果について
　　　・馬伝染性賃血自衛検査推進事業（家畜防疫・衛生指導対策事業 - 地域家畜防疫・衛生指導対策推進）	
　　④生産地の防疫概況		  【15 ～ 19 ページ】
　　　・日高地区		
　　　・胆振地区		
　　　・生産地疾病等調査研究・馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査                    	
　　⑤海外伝染病発生状況	 　	 【20 ～ 21 ページ】
　　　・世界各国における馬の伝染病の発生状況（2023 年）		
　　　・軽防協ニュース速報（号外）		
　　⑥馬の輸出入検疫状況		  【22 ～ 24 ページ】
　　　・馬の輸出入検疫頭数の推移		
　　　・輸入検疫における監視伝染病摘発状況		
　　⑦防疫推進事業		  【25 ～ 37 ページ】
　　　・馬防疫強化地域推進対策事業		
　　　・育成馬等予防接種推進事業		
　　　・乗用馬防疫推進事業
　　　・馬伝染性子宮炎自衛防疫普及促進事業		
　　　・馬飼養衛生管理特別対策事業		
　　⑧馬防疫検討会		
　　　・2023 年度 馬感染症研究会	
　　⑨その他		
　　　・軽種馬防疫協議会委員名簿		
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● 2024 年　馬の予防接種要領について
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●国内伝染病発生状況

●月別発生状況（2023 年）1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2023

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2023
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●軽種馬における馬鼻肺炎ウイルスによる流産発生頭数とワクチン接種状況の推移
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●馬伝染性貧血の自衛防疫指針
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●日本の競走馬における馬伝染性貧血のサーベイランス検査結果
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The International Collating Centre (ICC), is overseen by Equine Infectious Disease Surveillance (EIDS) and is generously 
supported by contributions from Fédération Equestre Internationale (FEI), International Thoroughbred 

Breeders’ Federation (ITBF) members, Japanese Racing Association and Lanwades Stud.

National and international equine disease outbreaks are reported on a daily basis by the ICC, through 
email alerts. Please contact equinesurveillance@vet.cam.ac.uk to receive these. There is also a 
website available that provides an interactive interface of these infectious disease reports and can be 
used to view current outbreak reports, https://equinesurveillance.org/iccview/.

International Collating Centre: Summary Report 
(1 October to 31 December 2023)

Active surveillance of equine infectious anemia among racehorses in Japan 
Hideki Ito, DVM. Administrator of Japanese Counsel of Equine Health 

Since Japanese Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries, or JMAFF, concluded that Japan eradicated equine 
infectious anemia (EIA) in 2017, the Japanese horseracing industry consisting of Japan Racing Association, or JRA, 
and the racecourses held by local governments have been implementing the voluntary sampling surveillance for 
EIA since 2020. In 2023, we randomly extracted 60 horses from the racehorses kept in each training center or 
racecourse with population size ranging from approx. 300 to 2000 horses and tested by agar gel immunodiffusion, 
or AGID, test with 95% confidence level (Cannon and Roe, 1982. Livestock disease surveys, a field manual for 
veterinarians) on the serum samples taken in fall 2023. 

Table 1 shows the results of the surveillance. No EIA positive horses were detected, suggesting that the disease 
prevalence of EIA in Japanese racehorse population is less than 5 % with 95% confidence level.  

Table 1 shows the results of EIA surveillance with AGID test in 2023. 

Training center (TC)
/Racecourse (RC)

JRA/municipal government Sampling size Positive horses

Miho TC JRA 60 0
Ritto TC JRA 60 0
Obihiro RC Hokkaido 60 0
Monbetsu RC Hokkaido 60 0
Morioka RC Iwate 60 0
Mizusawa RC Iwate 60 0
Oi RC Tokyo 60 0
Urawa RC Saitama 60 0
Funabashi RC Chiba 60 0
Kawasaki RC Kanagawa 60 0
Kanazawa RC Ishikawa 60 0
Kasamatsu RC Gifu 60 0
Nagoya RC Aichi 60 0
Sonoda RC Hyogo 60 0
Kochi RC Kochi 60 0
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●馬伝染性貧血自衛検査推進事業

HACCP
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●生産地の防疫状況（北海道日高振興局管内）
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●生産地の防疫状況（北海道胆振総合振興局内）
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●生産地疾病等調査研究・馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査
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●世界各国における馬の伝染病の発生状況（2023 年）
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●アメリカ合衆国における水疱性口内炎の発生状況について（続報）
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https://www.aphis.usda.gov/animal health/downloads/animal diseases/vsv/sitrep-01-03-24.pdf
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●馬の輸入検疫頭数の推移

●馬の輸出検疫頭数の推移
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●輸入馬の仕出地域別検疫頭数
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●輸入検疫における監視伝染病摘発状況

●最近の輸入馬の監視伝染病摘発頭数
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①馬防疫強化地域推進対策事業
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498 16,348 90 0 
165 242 117 0 

81 42 259 0 
79 8 275 0 
27 0 112 0 
91 2 4 0 

242 0 44 0 
391 8 132 0 
235 6 75 0 
329 0 44 0 
318 2 47 0 
578 0 54 0 
474 0 220 6 
160 0 23 0 
156 4 62 2 

62 0 151 44 
284 0 40 0 
211 0 3 10 
130 0 63 66 
334 0 6,660 16,790 



27

Ⅱ . 2024 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

②育成馬等予防接種推進事業
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15,177 7,384 6,670 4,227 681 0 4,162 38,301
172 97 17 2 0 0 18 306
34 0 10 8 8 0 0 60
0 0 0 0 0 0 4 4
0 0 0 0 61 0 0 61
0 6 26 114 368 158 1 673
0 0 20 37 20 66 0 143
0 45 45 0 0 0 0 90
2 0 0 14 17 2 4 39
0 0 0 18 25 0 0 43

55 14 3 0 0 0 0 72
28 13 8 4 3 0 7 63
74 25 34 32 5 0 0 170

15,542 7,584 6,833 4,456 1,188 226 4,196 40,025
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③乗用馬防疫推進事業
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④馬伝染性子宮炎自衛防疫普及啓発事業
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● CEM に対する PCR 検査頭数と事業の推移
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●馬伝染性子宮炎の自衛防疫指針
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●日本における CEM（馬伝染性子宮炎）のサーベイランス検査結果

CEM  

2024 1 12  
 

CEM 1980
321 Taylorella equigenitalis 2001

PCR CEM
PCR

1 3 PCR
PCR

2011 2010 CEM
 

2011
PCR

PCR
2022 2

ICC  

2. PCR

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

253 240 263 230 223 232 248 236 241 267 280 286

PCR 425 479 459 465 509 467 475 465 449 480 484 497

PCR 906 1024 1170 1067 1072 1133 1204 1196 1292 1258 1183 1195

23 1 277 328 287 303 285 267 256 318 309 317

PCR 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

PCR 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 1. CEM PCR

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

411 412 389 351 331 305 281 282 311 269

12411 12276 11499 11130 10670 10297 10253 10263 9872 10765

PCR 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

PCR 10 4 2 1 1 0 0 0 0 0

PCR PCR 2001 2 2002 2004 2005 1
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The International Collating Centre (ICC), is overseen by Equine Infectious Disease Surveillance (EIDS) and is generously 
supported by contributions from Fédération Equestre Internationale (FEI), International Thoroughbred 

Breeders’ Federation (ITBF) members, Japanese Racing Association and Lanwades Stud.

National and international equine disease outbreaks are reported on a daily basis by the ICC, through 
email alerts. Please contact equinesurveillance@vet.cam.ac.uk to receive these. There is also a
website available that provides an interactive interface of these infectious disease reports and can be 
used to view current outbreak reports, https://equinesurveillance.org/iccview/.

International Collating Centre: Summary Report 
(1 October to 31 December 2023)

Surveillance of contagious equine metritis in Japan 
Hideki Ito, Administration of Japanese council of equine health 

The first outbreak of contagious equine metritis (CEM) occurred in the Hidaka-Iburi district of Hokkaido, which is a 
major area for Thoroughbred breeding, in Japan in 1980. Three hundred and twenty-one mares and stallions were 
diagnosed as positive for CEM by the isolation of Taylorella equigenitalis during that year. CEM eradication program 
started in 2001 with PCR test. All the registered Thoroughbred stallions and mares including teasers and those not 
for breeding were investigated by the PCR test prior to the breeding season every year. The results of the program 
were summarized in Table 1. The positive stallions and mares in the program were treated and tested until three 
consecutive negative PCR-results obtained, or euthanized if it is impossible to overcome the carrier status of the 
treatment. After scientific evaluation of the epidemiological data by the experts in 2011, the Liaison Council 
for Prevention and Control of Equine Infectious Diseases in Japan concluded that CEM had been eradicated from 
Japan 

Table 1. Results of the eradication program for CEM with PCR test in Japan.

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

Registered stallions 411 412 389 351 331 305 281 282 311 269

Registered mares 12411 12276 11499 11130 10670 10297 10253 10263 9872 10765

PCR-tested horses 12356 12762 12124 12152 11769 12650 12738 12261 12305 11796

Positive stallions 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Positive mares 10 4 2 1 1 0 0 0 0 0

Some of the stallions and mares had multiple PCR testing each year. Two in 2001, one in 2002, 2004, and 2005 PCR-positive 

mares were culled and the other mares and the stallions were treated. Numbers of registered stallions and mares are total true 

head counts of Thoroughbreds registered for breeding for racing in Japan.

Since 2011, the extraction surveillance has been implemented. While all the stallions had to be tested with negative 
results by PCR test at least once before breeding seasons and most of them also were tested again after breeding 
seasons, all the mares were at least once tested before the first mating of life and each time they presented clinical 
signs of endometritis. No positive cases have been found until 2022 (Table 2). Japanese breeding and racing 
authorities will continue to carry out this surveillance together and report to ICC. 

Table 2. Results of the extraction CEM surveillance by PCR test.

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

Registered stallions 253 240 263 230 223 232 248 236 241 267 280 286

PCR-tested stallions 425 479 459 465 509 467 475 465 449 480 484 497

Tested mares Before first mating of life 906 1024 1170 1067 1072 1133 1204 1196 1292 1258 1183 1195

Presenting endometritis 23 1 277 328 287 303 285 267 256 318 309 317

Positive stallions 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Positive mares 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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Ⅲ . 話題提供

１. 馬防疫に関する学術集会

Ⅲ . 話題提供

①  第 52 回生産地における軽種馬の疾病に関するシンポジウムの開催報告
　（本発表会において報告された演題の要旨集は軽種馬防疫協議会のホームページでご覧いただけます。）

　１．主　　催：日本中央競馬会（JRA）
　２．開催日時：2024 年 7 月 11 日 （木） 10 時 00 分～ 15 時 00 分
　３．開催場所：静内エクリプスホテル 2 Ｆ エクリプスホール（日高郡新ひだか町静内吉野町 3-1-1）
　　<開　　会＞
　　<開会の辞＞眞下　聖吾（JRA 馬事部防疫課）
　　<開会挨拶＞菊田　　淳（JRA 馬事担当理事）
　４．演　　題
　　〇シンポジウム「骨格筋から考える競走馬のトレーニング」
　　座長：高橋　敏之（JRA 競走馬総合研究所） 
　　１）暑熱順化における生理的適応と骨格筋適応
　　　　　　○向井　和隆（JRA 競走馬総合研究所）
　　２）傾斜のついた走路の走行フォームと筋活動

○高橋　佑治（JRA 競走馬総合研究所）
　　３）育成期の体脂肪率ならびに除脂肪体重とミオスタチン遺伝子多型の影響
　　　　　　○松井　　朗（JRA 日高育成牧場）
　　４）トレーニングに対する発育期の骨格筋適応とミオスタチン遺伝子多型

○宮田　浩文（山口大学）

　　〇「JRA からのお知らせ」
　　JRA における新たな薬物規制制度および禁止行為について
　　　　　　○石川　裕博（JRA 馬事部アンチドーピング課）
　　
　　〇一般講演
　　座長：村瀬　晴崇（JRA 馬事部）
　　１）【帰朝報告】英国 • 愛国における競走馬の生産および育成調教 

○竹部　直矢（JRA 日高育成牧場）
　　２）繁殖牝馬における腟内留置型黄体ホルモン製剤 (CIDR) を用いた発情誘起の効果

○櫻井健太朗（日高軽種馬農業協同組合）
　　３）中期育成サラブレッド仔馬に対する EHV-1 生ワクチン接種時期の検討

○成富　麻純（ノーザンファーム）
　　４）日高管内における生ワクチン普及前後の馬鼻肺炎による異常産発生状況

○佐藤　陽輔（日高家畜保健衛生所）

　　座長：関　　一洋（日本軽種馬協会）
　　５）喉嚢鼓脹症および蓄膿症に罹患したサラブレッド種当歳馬の 1 症例 

○土屋　徹生（NOSAI 日高西部家畜診療所）
　　６）Rhodococcus equi 感染後に骨髄炎を発症した当歳馬の 1 症例

○野田　龍介（JBBA 七戸種馬場）
　　７）モバイル CT スキャナー VetTom®32 の導入と撮像症例の紹介

○山家　崇史（社台ホースクリニック）
　　８）馬の感染性滑液腔炎 112 例

○水口　悠也（NOSAI 家畜高度医療センター）

　　<閉会の辞＞高橋　敏之（JRA 競走馬総合研究所）
　　<閉　　会＞
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Ⅲ . 話題提供

　② 2024 年度馬防疫検討会「馬感染症研究会」の開催報告
　馬防疫検討会「馬感染症研究会」が下記のとおり開催された。

　馬感染症研究会
　１．主　　催：農林水産省／農研機構　動物衛生研究部門／日本中央競馬会（JRA）／公益社団法人　中央畜産会
　２．開  催  日：2024 年 10 月 22 日（火）～ 10 月 24 日（木）
　３．会　　場：JRA 競走馬総合研究所
　４．プログラム
　第 1 日目　10 月 22 日（火）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]
　　進行：近藤	高志（JRA 競走馬総合研究所　企画調整室）
　 １. 開会挨拶　
	　　　　勝田　　賢 （農研機構　動物衛生研究部門　所長）
　　　　菊田　　淳 （JRA 馬事担当理事）
　　座長：丹羽　秀和（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室） 
　 ２. 特別講演
　　　「豚病原性大腸菌の多剤耐性」
　　　　　　楠本　正博（農研機構　動物衛生研究部門　人獣共通感染症研究領域　腸管病原菌グループ長）
　　座長：眞下　聖吾（JRA 馬事部　防疫課） 
　 ３. 主催者挨拶
　 ４. わが国における馬の防疫体制
　　　　1）馬の防疫と馬防疫検討会の役割
　　　　　　  山木　陽介（農林水産省　消費・安全局　動物衛生課）　
　　　　2）馬の防疫に関する各都道府県の現状
　　　　　　  各都道府県参加者
　　　　3）軽種馬の防疫と JRA の役割
　　　　　　  和久野	 愛（JRA 馬事部　防疫課）
　　　　4）国内外における馬伝染病の発生状況
　　　　　　  和久野	 愛（JRA 馬事部　防疫課）
　　　　5）馬の輸出入検疫状況
　　　　　　  後藤　達郎（農林水産省　動物検疫所）
　　　　6）馬用の生物学的製剤の製造状況等
　　　　　　  荻窪　恭明（農林水産省　動物医薬品検査所）
　 ５. 細菌感染症 1（講義）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]　
　　　　　　  講師 : 丹羽　秀和（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）
　 ６. 細菌感染症 2（講義）　
　　　　　　  講師 : 木下　優太（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）　
　第 2 日目　10 月 23 日（水）

　 ７. 馬の保定法／個体識別法（講義）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]
　　　　　　 村瀬　晴崇（JRA 馬事部　防疫課）
　 ８. 保定法／個体識別法／検体採取法（実習）　[ 場所 : 厩舎 ]
　　　　　　  講師 :JRA 競走馬総合研究所 分子生物研究室員、微生物研究室員、
　　　　　　  　　 馬事部防疫課員、JRA 競走馬総合研究所　企画調整室員　
　 ９. 病理解剖法（実習）　[ 場所 : 病理解剖棟 ]
　　　　　　  講師 : 上野　孝範、越智　章仁、岸　　大貴（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）　
　第 3 日目　10 月 24 日（木）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]
　 10.	寄生虫感染症（講義）
　　　　　　  講師 : 越智　章仁（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）
　 11. ウイルス感染症 1（講義）
　　　　　　  講師 : 辻村　行司（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）　
　 12. ウイルス感染症 2（講義）
　　　　　　  講師 : 根本　　学（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）　
　 13. ウイルス感染症 3（講義）
　　　　　　  講師 : 坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）
　 14. 意見交換会
　　　　　　  司会 : 眞下　聖吾（JRA 馬事部　防疫課）
　 閉　会
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Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

●アメリカ合衆国における馬伝染性子宮炎の発生

 

https://www.aphis.usda.gov/livestock-poultry-disease/equine/contagious-equine-metritis
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（http://keibokyo.com/）

日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本軽種馬協会、
日本馬術連盟および日本馬事協会を中心に構成され、
軽種馬の自衛防疫を目的とする協議会です。

（昭和 47年 8月 11日　設立）

議　　長　　菊田　　淳
事務局長　　松田　芳和

事  務  局　　〒105‒ 0003　東京都港区西新橋 1‐1‐1
　　　　　　日本中央競馬会　馬事部　防疫課内
　　　　　　TEL.050‐3139‐9535




